
第３表 実施設計一覧

年度 補助 設計内容 委託業者 工事
着手年度

平成１８年度 文化庁 造成・植栽・施設・電気・給排水 大建設計・鈴木設計
設計共同体

平成１９年度

平成２０年度 文化庁 屋外展示（敷石住居１基、埋甕４群） �トータルメディア
開発研究所

平成２１年度

平成２１年度 文化庁 屋外展示（掘立柱建物４棟、竪穴住居１軒） �トータルメディア
開発研究所

平成２１年度

平成２１年度 文化庁 露出展示（建築、電気、機械） �トータルメディア
開発研究所

平成２２年度

平成２２年度 国交省 南側駐車場 大建設計・鈴木設計
設計共同体

平成２３年度

平成２３年度 国交省 環境復元・多目的活用地区（造成、造園、
植栽、電気、機械）

大建設計・鈴木設計
設計共同体

平成２３年度

平成２４年度 国交省 休憩棟、炊事棟（建築、電気、機械） 大建設計・鈴木設計
設計共同体

平成２３年度

平成２４年度 国交省 体験学習施設（建築、電気、機械、外構） 大建設計・鈴木設計
設計共同体

平成２４年度

平成２５年度 国交省 屋内展示（展示工事、製作） �トータルメディア
開発研究所

平成２６年度
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第６章 整備事業の概要

（１）全体概要

整備事業は、文化庁補助金、国土交通省交付金、市の単独予算により整備を進めており、整備に

かかる経過、各年度の具体的な整備内容は下記のとおりである。

文化庁の補助金による環境整備事業では、主に南側区域（史跡指定範囲）の整備を行っており、

平成１９年度から事業に着手し、平成２７年度までに、敷地造成、造園整備、縄文時代の景観復元工事

（掘立柱建物、竪穴住居、敷石住居、幼児の墓の復元）、露出展示整備工事等を実施している。

国土交通省の社会資本整備総合交付金事業では史跡指定区域外の整備を行っており、環境復元・

多目的活用地区の造成・造園工事、休憩棟建設工事、炊事棟建設工事、そして体験学習施設建設工

事、同外構工事等を実施している。

市の単独予算では、遺跡範囲外の周辺整備（調整池、用排水路）、体験学習施設の展示製作、施

設の備品購入、公園台帳整備等を行っている。

また、平成２３年３月１１日の東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射

性物質の飛散により、平成２３年度、平成２４年度には園内の除染工事を実施しており、除染工事で生

じた汚染物質は園内に埋設保管をしている。

除染工事の完了により、安全安心に利用できる公園としての整備が整ったため、平成２６年１０月に

公園区域の部分開放を開始し、体験学習施設が完成した平成２７年８月８日、宮畑遺跡史跡公園（愛

称：じょーもぴあ宮畑）としてオープンの運びとなった。

整備経過

平成６年 福島工業団地造成に伴う試掘調査

平成７年 福島工業団地造成関連発掘調査（～９年）

平成１０年 遺跡範囲確認調査（～１３年）

平成１５年 国史跡指定（８月２７日）

平成１６年 史跡整備のための発掘調査（～２０年） 宮畑遺跡整備基本構想 公有化（～２４年度）

平成１７年 宮畑遺跡環境整備事業 基本設計

平成１８年 宮畑遺跡環境整備事業 実施設計（文化庁）

平成１９年 市制施行１００周年事業 公園愛称が募集により「じょーもぴあ宮畑」に決定

宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・敷地造成工事・水路改修工事・水桝撤去工事

平成２０年 宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・敷地造成工事 ・造園整備工事 ・四阿工事 ・電気設備工事 ・給水設備工事

・水路整備工事 ・焼失住居跡立体剥取
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平成２１年 宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・掘立柱建物組立工事（５号・１０号） ・埋甕（幼児の墓）１群復元整備 ・植栽工事

平成２２年 宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・掘立柱建物組立工事（１号）

・露出展示覆屋建設工事（建築本体・電気設備・機械設備）

平成２３年 北側公園除染工事

宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・露出展示安定化処理 ・敷石住居跡設置

・埋甕（幼児の墓）２・３・４群復元整備

宮畑遺跡史跡公園整備事業（国土交通省）

・敷地造成工事 ・四阿工事 ・南側駐車場整備

・市道古川・宮畑線道路改良工事

平成２４年 じょーもぴあ宮畑・福島工業団地友好協定締結（１２月２７日）

南側公園除染工事

宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・掘立柱建物組立工事（２号） ・竪穴住居組立工事（４９号）

・露出展示整備工事（排水処理・周辺整備）

宮畑遺跡史跡公園整備事業（国土交通省）

・公園整備工事（北側広場・駐車場整備） ・炊事棟建設工事（建築本体・電気設備）

平成２５年 公園区域部分開放（１０月６日）

宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・園路復旧工事

・竪穴住居照明設置工事

宮畑遺跡史跡公園整備事業（国土交通省）

・休憩棟建設工事（建築本体・電気設備・機械設備）

・体験学習施設工事（～Ｈ２７：建築本体・電気設備・機械設備・杭工事・外構工事・展示工事）

・施設案内看板設置工事（～Ｈ２６）

平成２６年 休憩棟・炊事棟供用開始（６月９日）

宮畑遺跡史跡公園整備事業

・体験学習施設展示制作（市単独）

・露出展示排水工事（文化庁）

平成２７年 宮畑遺跡史跡公園全面開園（８月８日）

宮畑遺跡環境整備事業（文化庁）

・露出展示棟設備工事（建具・センサーライト）

第６章 整備事業の概要
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※宮畑遺跡環境整備事業…文化庁補助（主に南側公園）

※宮畑遺跡史跡公園整備事業…国土交通省交付金（主に北側公園、体験学習施設、南側駐車場）

第４表 宮畑遺跡整備事業一覧

年度 区分 契約日 工事名 業者

１９ 市単独 Ｈ１９．８．２０ 宮畑遺跡環境整備事業
関連区域確定外測量設計業務委託 東邦測地�

１９ 文化庁 Ｈ２０．２．１９ 宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示関連設計業務委託 東邦測地�

１９ 市単独 Ｈ１９．１０．２２ 宮畑遺跡環境整備事業
水桝撤去工事 �前畑

１９ 市単独 Ｈ１９．１１．２６ 宮畑遺跡環境整備事業
関連水路改修工事 安西土木�

１９ 文化庁 Ｈ１９．１１．２８
国庫補助事業
宮畑遺跡環境整備事業
敷地造成工事

三昌建設�

２０ 市単独 Ｈ２０．７．１１ 宮畑遺跡環境整備事業
北側水路外用地測量業務委託 東邦測地�

２０ 文化庁 Ｈ２０．７．１５ 宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示実施設計業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２０ 文化庁 Ｈ２０．７．１５ 宮畑遺跡環境整備事業
焼失住居跡立体剥取業務委託 �スタジオ三十三

２０ 文化庁 Ｈ２０．８．１９ 平成２０年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示関連地質調査業務委託 �三本杉ジオテック

２０ 文化庁 Ｈ２０．７．２ 平成２０年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
敷地造成工事 多田建設�

２０ 文化庁 Ｈ２０．８．１９ 平成２０年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
（四阿）工事 丸良建設�

２０ 文化庁 Ｈ２０．８．１９ 平成２０年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
（電気設備）工事 �舟山電設工業

２０ 文化庁 Ｈ２０．８．１９ 平成２０年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
（給水設備）工事 �東洋住宅設備

２０ 文化庁 Ｈ２０．８．２７ 平成２０年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
造園整備工事 多田・八巻特定建設工事共同企業体

２０ 文化庁 Ｈ２０．１２．２ 平成２０年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
水路整備工事 �前畑

２１ 文化庁 Ｈ２１．５．２６ 平成２１年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示実施設計・掘立柱建物材料調達業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２１ 文化庁 Ｈ２１．７．２８ 宮畑遺跡環境整備事業
屋外露出展示設計業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２１ 文化庁 Ｈ２１．１１．１７ 平成２１年度宮畑遺跡環境整備事業
掘立柱建物材料加工業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２１ 文化庁 Ｈ２２．１．２６ 平成２１年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物組立工事監理業務委託（ＳＢ０５・ＳＢ１０）

�トータルメディア開発
研究所

２１ 文化庁 Ｈ２２．１．２６ 平成２１年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示（埋甕１群復原整備）業務委託 �トリアド工房

２１ 文化庁 Ｈ２１．８．２５ 平成２１年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
植栽工事 �高橋緑化園

２１ 文化庁 Ｈ２２．１．２６ 平成２１年度国庫補助事業・宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物組立工事（ＳＢ０５・ＳＢ１０） �安藤組

２２ 文化庁 Ｈ２２．７．６ 平成２２年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物組立工事監理業務委託（ＳＢ０１）

�トータルメディア開発
研究所

２２ 文化庁 Ｈ２２．６．１ 平成２２年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物組立工事（ＳＢ０１） �安藤組

２２ 文化庁 Ｈ２２．９．２８ 平成２２年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外露出展示覆屋建設工事（電気設備） �舟山電設工業

２２ 文化庁 Ｈ２２．９．２８ 平成２２年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外露出展示覆屋建設工事（機械設備） �東洋住宅設備
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２２ 文化庁 Ｈ２２．９．２９ 平成２２年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外露出展示覆屋建設工事（建築本体） �安藤組

２３ 文化庁 Ｈ２３．５．１７ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業土器捨て場発掘調査業務委託 ㈶福島市振興公社

２３ 文化庁 Ｈ２３．１１．２２ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物及び竪穴住居復元展示仮組み業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２３ 文化庁 Ｈ２３．７．５ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
露出展示安定化処理業務委託 シーハウス�

２３ 文化庁 Ｈ２３．１１．２９ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示（埋甕群２，３，４）復元整備業務委託 �トリアド工房

２３ 文化庁 Ｈ２３．１２．１３ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
復元展示（敷石住居跡）材料調達・設置業務委託 �トリアド工房

２３ 文化庁 Ｈ２４．２．１４ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
露出展示展示製作業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２３ 文化庁 Ｈ２３．８．３０ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物電気設備工事（ＳＢ０１・ＳＢ０２・ＳＢ０３） �舟山電設工業

２３ 国交省 Ｈ２３．１１．１１ 平成２３年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園整備工事 多田建設�

２３ 国交省 Ｈ２３．１２．２０ 平成２３年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園整備工事（電気設備工事） �舟山電設工業

２３ 国交省 Ｈ２３．６．３ 平成２２年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園・駐車場整備工事 信夫工業�

２３ 国交省 Ｈ２３．７．２６ 平成２２年度社会資本整備総合交付金事業
市道古川・宮畑線道路改良工事 多田建設�

２３ 国交省 Ｈ２３．１２．１３ 平成２２年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園整備工事（建築工事） 片寄建設�

２３ 国交省 Ｈ２３．１２．１３ 平成２２年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園整備工事（機械設備工事） �東洋住宅設備

２４ 環境省 Ｈ２４．７．２０ 宮畑遺跡史跡公園除染業務委託 菅信建設�
２４ 市単独 Ｈ２４．６．１９ 平成２４年度宮畑遺跡露出展示維持管理業務委託 シーハウス�

２４ 文化庁 Ｈ２５．２．５ 平成２４年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示竪穴住居複式炉復元整備業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２４ 市単独 Ｈ２５．３．１１ 宮畑遺跡史跡公園災害復旧測量設計業務委託 東邦測地�

２４ 文化庁 Ｈ２４．１２．１１ 平成２４年度宮畑遺跡環境整備事業
露出展示排水処理工事 八巻興業�

２４ 文化庁 Ｈ２４．１１．６ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物及び竪穴住居組上工事監理業務委託

�トータルメディア開発
研究所

２４ 文化庁 Ｈ２４．１０．１６ 平成２３年度宮畑遺跡環境整備事業
屋外展示掘立柱建物（ＳＢ０２）及び竪穴住居（４９号）組上工事 �安藤組

２４ 文化庁 Ｈ２５．３．１ 平成２４年度宮畑遺跡環境整備事業
露出展示排水処理関連工事 八巻興業�

２４ 国交省 Ｈ２４．１０．９ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園整備工事 多田建設�

２４ 国交省 Ｈ２４．１０．２３ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園整備工事（建築工事） 片寄建設�

２４ 国交省 Ｈ２４．１０．２４ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園整備工事（設備） �東洋住宅設備

２４ 国交省 Ｈ２４．１２．１１ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園露出展示周辺整備工事 八巻興業�

２４ 国交省 Ｈ２５．３．１１ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園付帯工事 多田建設�

２５ 国交省 Ｈ２６．３．１８ 宮畑遺跡史跡公園・体験学習施設建設工事監理業務委託 大建設計・鈴木設計設計共同体

２５ 国交省 Ｈ２６．１．９ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（建築本体）工事 �安藤組

２５ 国交省 Ｈ２６．１．２８ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（電気設備）工事 �共電

２５ 国交省 Ｈ２６．１．２８ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（機械設備）工事 �東洋住宅設備

２５ 市単独 Ｈ２５．１０．１ 宮畑遺跡史跡公園整備事業
体験学習施設屋内展示工事設計業務委託 �トータルメディア

２５ 国交省 Ｈ２５．１２．２６ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（杭）工事 東開クレテック�

第６章 整備事業の概要
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（２）整備事業費（第５表）

環境整備事業の事業費は、基本設計が９，７６５千円、用地費１，４７５，７１９千円（史跡指定範囲９４７，３４０

千円、史跡指定範囲外５２８，３７９千円）、実施設計費８７，３５０千円、整備工事費１，４４３，６８６千円、総事業

費は３，０１６，５２０千円である。

財源内訳は、文化庁６６３，５８７千円、国土交通省５１８，７９３千円、県補助３２，３８８千円、起債５８６，０００千

円、市一般財源１，２１５，７５２千円である。

２５ 国交省 Ｈ２５．１１．２１ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園休憩棟建設工事（建築工事） 会津建設�

２５ 国交省 Ｈ２５．１２．１０ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園休憩棟建設工事（電気設備工事） �舟山電設工業

２５ 国交省 Ｈ２５．１２．１０ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園休憩棟建設工事（機械設備工事） �東洋住宅設備

２５ 文化庁 Ｈ２５．７．３０ 平成２５年度宮畑遺跡史跡公園
園路復旧工事 多田建設�

２５ 国交省 Ｈ２６．２．２１ 平成２４年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園施設案内看板設置工事 �シンワ

２５ 文化庁 Ｈ２６．３．１１ 平成２５年度宮畑遺跡環境整備事業
竪穴住居照明設置工事 �舟山電設工業

２５ 市単独 Ｈ２６．３．１１ 宮畑遺跡史跡公園露出展示ブラインド設置工事 日東物産㈱

２６ 国交省 Ｈ２６．７．４ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（電気設備）工事 �福南電気

２６ 国交省 Ｈ２６．７．４ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（機械設備）工事 �東洋住宅設備

２６ 国交省 Ｈ２７．１．２９ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設外構工事 �安藤組

２６ 国交省 Ｈ２６．１２．２２ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（外構電気設備）工事 �福南電気

２６ 国交省 Ｈ２６．１２．２２ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設（外構機械設備）工事 �東洋住宅設備

２６ 市単独 Ｈ２６．６．３ 平成２６年度宮畑遺跡環境整備事業
体験学習施設屋内展示制作業務委託 �トータルメディア開発研究所

２６ 国交省 Ｈ２６．１２．９ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設展示工事 �トータルメディア開発研究所

２６ 国交省 Ｈ２６．７．１ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園体験学習施設展示工事（電気設備） �電工社

２６ 市単独 Ｈ２６．５．２０ 平成２６年度宮畑遺跡史跡公園
体験学習施設焼失住居床下展示設置業務委託 ㈱スタジオ三十三

２６ 国交省 Ｈ２６．７．１１ 平成２６年度社会資本整備総合交付金事業
宮畑遺跡史跡公園施設案内看板設置工事 多田建設�

２６ 文化庁 Ｈ２６．５．２４ 平成２６年度宮畑遺跡環境整備事業
露出展示排水工事設計業務委託 東邦測地�

２６ 文化庁 Ｈ２６．１０．２１ 平成２６年度宮畑遺跡環境整備事業
露出展示排水工事 多田建設�

２７ 文化庁 Ｈ２７．６．１６ 宮畑遺跡露出展示棟建具改修工事 �安藤組
２７ 文化庁 Ｈ２７．１１．．２４ 宮畑遺跡露出展示棟照明センサー設置工事 �福南電気
２７ 市単独 Ｈ２７．８．１８ 道路案内看板改修工事 �リンペイ
２７ 市単独 Ｈ２８．１．２５ じょーもぴあ宮畑駐車場誘導看板設置工事 �リンペイ
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第７章 公園整備

（１）南側区域（文化庁）

南側公園区域は、史跡地内（約３２，０００�）の整備工事を実施しており、造成工事、植栽、芝張、

湿地、四阿、雨水排水設備、園路、多目的スペース、公園橋、垣根、手洗い・水飲み、ベンチ、車

止め、電気設備工事、給排水設備工事を行った。

�造成工事

史跡保全と縄文時代の地形表現のため、造成計画図に合わせて盛土を行った。表土の漉き取り

は、５８．２ｍを暫定標高として盛土、切土の計算を行い、標高５８．２ｍの上に遺構保護層として３０�

の盛土（山砂による識別層）を設け、その上部は公共事業流用土により造成高に合わせて盛土を

行っている。

造成標高は園内南側の芝生の広場周辺をピークとして、外周に向かって緩やかに傾斜している

が、最高部（５９．８０ｍ）と最低部（５８．４０ｍ）の標高差は約１．５ｍであり、全体的には平坦な造成

になっている。

○ 造成後の標高：５９．８ｍ～５８．４ｍ
○ 造成総面積 ：約３２，０００�
○ 切土量 ：１，４６９．２㎥
○ 盛土量 ：２２，７８１．７㎥

�西側法面工事

史跡境界付近の西側法面は、西側の法尻を基準に１：１．５の勾配で切土し、法面養生のため種

子シートを張りつけ、法尻には排水管を敷設している。

○ 面積 ８１３．６２㎡

�排水工事

○ ベンチフリューム
○ 集水桝 ７基

�暗渠工事

園路下部には暗渠管を敷設し、暗渠集水桝に接続し、排水を行っている。

○ 暗渠集水桝 ３５基

�園路工事（図版２５）

来園者および管理用の園路の主園路は幅員３ｍ、来園者用園路は幅員２ｍの舗装園路として整

備した。標準断面は、主園路（幅員３ｍ）がカラー舗装４�、路盤工１５�、透水シート０．５	、

来園者用園路（幅員２ｍ）がカラー舗装３�、路盤工１０�、透水シート０．５	である。また、露

出展示周辺の散策路（幅員１．２ｍ）については、樹皮砕片により整備した。また、主園路脇、来

園者用園路脇には園路舗装の保護のため、地境境界ブロックおよび皿型側溝、あるいは、地境境
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界ブロックを両脇に敷設している。

○ 主園路 （幅員３ｍ）：延長２，６８１．４０ｍ
○ 来園者用園路 （幅員２ｍ）：延長 ５６７．５０ｍ
○ 来園者用園路 （幅員１．８ｍ）：延長 ３０７．００ｍ
○ 来園者用園路 （幅員１．２ｍ）：延長 １８５．７０ｍ
○ 地境境界ブロック ：延長１，２９８．３４ｍ
○ 皿型側溝 ：延長 ９７０．８９ｍ

�湿地整備工事（図版２１）

史跡南西部の湿地は、河床高５８．２ｍに掘削し湿地を整備した。水浸食による法面崩落を防止す

るため、丸太杭を最低水位の高さに揃えて打ち込み、現況水田耕作土により法面を施工した。

�芝張り工事（図版２４）

主園路内側区域では、縄文時代晩期の集落復元地区と縄文時代後期の敷石住居が存在した範囲

を裸地として整備し、その他の区域については、修景およびイベント時の利活用を行うためノシ

バの植栽を実施した。

○ ノシバ施工面積：９，４０８．３�

�メッシュフェンス工事

整備区域南西部の民地に隣接した区域に高さ１，２００�のメッシュフェンスを設置した。

○ 延長１８５．３ｍ

�屋外卓工事

史跡中央部西側の裸地部に、座板付の屋外卓４基及び障がい者用卓１基を設置した。また、園

路沿いに８基のベンチを設置した。

�手洗い場、水飲み場工事（図版２７）

来園者の休憩施設として、四阿に隣接して手洗い場３基、障がい者用卓に隣接して水飲み場１

基を設置した。

	四阿工事（図版２６）

来園者の休憩施設用の設備として、園路沿いに四阿３棟を整備した。基礎工事は造成計画ＧＬ

より１，１００�掘削し、再生切り込み砕石２００�、均しコンクリート５０�、コンクリート２５０�の基

礎を敷設した上に、アンカーボルト及びコンクリートにより柱を固定した。建築部材はヒノキ材

を用い、屋根鋼材はガルバリウム鋼板０．４�を使用した。また、四阿内には直径９００�、高さ４００�

の花崗岩製のテーブルベンチを設置した。

○ 四阿：床面積１５．６８�


橋工事（図版２１）

採石１５０�、均しコンクリート５０�、コンクリート基礎７５６�を施した橋台を敷設し、橋台と木

橋をアンカーボルトで固定した。

○ 延長：６．７４５ｍ

第７章 公園整備

３１



�電気設備工事（図版２８～３０）

夜間の施設利用及び管理の園路灯、ポール灯、園内放送用のためのスピーカーを設置した。ま

た、活用事業における電源確保のため、四阿に隣接してコンセント盤を２基設置した。電気配管

工事は園路沿いに最大深度４６５�で掘削して敷設した。電気設備基礎工事に伴う掘削深度は最大

で１，０００�で、全て盛土内での施工となっている。

○ 電力ケーブル線 延長：１，７７５ｍ
○ 硬質合成樹脂管 延長：２，０８９ｍ
○ 園路灯 ３３基（図版２９）
○ ポールライト ４基（図版２８）
○ スピーカー ５基（図版３０）
○ ハンドホール １２基

�給水、排水設備工事

植栽管理のために散水栓３基を設置した。また、散水栓・手洗い場への給水管配管工事、排水

管配管工事を行い、止水栓、不凍水抜栓、仕切弁、弁枡を設置した。

（２）植栽工事（文化庁、図版２２、２３、図１２）

樹種の選定については縄文時代の環境復元のため、花粉分析の結果と現在の植生環境をもとに樹

種を選定している。また、縄文らしい里山をつくること、縄文人の生活に密着した植栽環境とする

こと、成木を移植し立体感を出すことなどを考慮し植生計画を立案した。

縄文晩期の集落復元エリアの周辺には、花粉分析、炭化種子等で確認されている植栽であり、か

つ縄文人が食料としたクリやトチノキ、コナラを群生させている。

縄文後期・中期の集落復元エリアのうち、竪穴住居の周辺にはノーベル平和賞を受賞したワンガ

リ・マータイ氏が関わった「もったいないの森」がある。もったいないの森は、マータイ氏が平成

１８年に福島訪問をした際、市内小学校の児童と一緒にどんぐりを拾い、そのどんぐりを育てた幼木

である。樹種としてはミズナラ、クヌギなど計５０本で、平成２１年にじょーもぴあ宮畑に記念植樹を

している。

南側の芝生の広場については、将来的には発掘調査が行うことができるように樹木は植えておら

ず、全面をノシバとしている。しかし、平成２３年の東日本大震災および東京電力福島第一原子力発

電所の事故による放射性物質の飛散により、平成２４年度に園内の除染工事を実施しており、除染工

事で生じた汚染物質を芝生の広場の地下に埋設保管している状況である。

園路の外側は、レンギョウ、トサミズキ、ムラサキシキブ、ナワシログミ、ビヨウヤナギ、アセ

ビ、ウツギの低木を群生させている。また地被類として、アザミ、オミナエシ、カワラナデシコ、

ヨモギの種子吹きつけを行っており、季節ごとに花が咲き、都市公園としての色取りを添えるよう

な整備をしている。

湿地帯周辺は、自然な湿原を再現したことを目的に、湿地生物の植栽（セキショウ、ハナショウ

３２



遊具
炊事棟

休憩棟

北側駐車場

南側駐車場

幼児の基第1群
幼児の基第２群
幼児の基第３群
5号掘立柱建物
2号掘立柱建物
1号掘立柱建物

10号掘立柱建物
幼児の基第4群
もったいないの森
敷石住居
竪穴住居

露出展示棟

芝生の広場 体験学習施設

湿地

第１１図 全体平面図
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クリ

トチノキ

ブ等）を行うとともに、河畔林としてオニグルミ、トチノキ、アオダモ等を植栽した。

�高木植栽工（図版２２）

整備区域東側の一部及び北側区域に別表５８３本を植栽した。植栽にあたっては、盛土表面から

４６０～１，０９０�の深度で掘削して植栽している。

�低木植栽工（図版２３）

主園路外側の区域には低木を植栽した。この他、つる性植物であるヤマブドウ、サルナシ、マ

タタビを史跡西側の高木根元に植栽した。植栽にあたっては、深さ５００�の深度で掘削して苗木

を移植した。

�生垣植栽工

北側から東側の市道に面した区域に、延長９００ｍの四ツ目垣を設置し、四ツ目垣内側にヤマツ

ツジ９８１本を深さ３００�で掘削の上植栽した。

�地被類植栽工

園路外側の区域に地被類の種子吹きつけ、西側法面上面に植栽シートを貼り付けている。植栽

シートは２種類を使用しており、１つはアザミ、オミナエシ、カワラナデシコ、ヨモギの種子

（１．５�／�）、２つ目はチガヤの種子（４�／㎣）で、４１株（５，７８８本）を実施した。植栽シー

トはメドハギ、ヤマハギ、ススキ、ヨモギで、１，１７１�を施工した。

第１２図 南側植栽平面図

（文化庁）
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�湿地植栽工（図版２１）

湿地周辺及び北側・西側の主園路外側には、高木（オニグルミ、トチノキ、アオダモ等）のほ

か、ミヤギノハギ、ミゾハギ、セキショウ、セリ、ハナショウブ、ショウブ、ヒルムシロ、ギョ

ウジャニンニク、キキョウ、ホタルブクロを植栽した。湿地周辺の植栽は深さ２００�の深度で掘

削して植え付けを行った。

（３）南側駐車場（国土交通省、図１３）

来園者用の駐車場として、普通車８０台分（うち障がい者用駐車場２台）、大型バス３台の駐車場

を整備した。なお、駐車場南西端では、整備に先立ち実施した発掘調査により古墳（円墳、７世紀）

が発見されたため、墳丘に盛土を行い遺構の保護保存を行っている。

【高木】 （本）

【つる性植物】 （本）

第６表 植栽一覧表

【低木】

【地被類】

※アザミ・オミナエシ・カワラナデシコ

アオダモ ２３ サワラ １１
イタヤカエデ １４ シラカシ ４４
イヌガヤ １９ シラカシ（移植） １０
イヌシデ １８ タラノキ ９
エゴノキ １３ トチノキ １１
エノキ １１ トチノキ（移植） ４
オニグルミ １３ ナナカマド １５
ガマズミ ４４ ナラガシワ １０
カワラ １２ ナラガシワ（移植） １
キハダ ４ ハンノキ ２６
クマノミズキ ６ マンサク ３０
クリ ６８ ミズキ ７
クリ（移植） ２ ムクノキ ７
クヌギ（移植） ６ モミ １０
ケヤキ １０ ヤマグワ ６
ケヤキ（移植） ３ ヤマザクラ ２４
コナラ ６６ ヤマモミジ １１
こぶし ５ ヤマモミジ（移植） １
サワシバ ７ ユズリハ ２

合 計 ５８３

ヤマブキ ９４ ５株／�
シャクナゲ ２３ ３株／�
ヤマツツジ １，０２７ ３株／�
ウツギ ３８ ３株／�
トサミズキ ５６ ５株／�
ムラサキシキブ ３６ ３株／�
レンギョウ ６４ ３株／�
ナワシログミ ２１ ３株／�
ミヤギノハギ ２２ ３株／�

ミゾハギ ３０５ ５株／�
セキショウ １，６８０ １５株／�
セリ １１３ ５株／�
ハナショウブ １，５７０ ５株／�
ショウブ １，０５５ １１株／�
ヒルムシロ ２７５
チガヤ ２２６
ホタルブクロ ２８２
ギョウジャニンニク ２８２
植生シート※ １，１７１ �

ノシバ ８，４２６ �
ヤマブドウ １０
サルナシ １０
マタタビ １０
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○ 舗装面積 ２，０９５．５�
○ 駐車可能台数 普通乗用車８０台、大型バス３台

（４）環境復元・多目的活用地区（国土交通省、図版３３、３４、図１４）

環境復元・多目的活用地区の整備工事は、史跡地内（約５，２３１�）と史跡地外（約６，５４８�）、計

１１，７７９�の整備工事を実施している。

史跡地内は造成工事、植栽、芝張、雨水排水設備、縄文の川の復元、園路、多目的スペース、公

園橋、垣根、手洗い・水飲み、ベンチ、車止め、四阿、電気設備工事、給排水設備工事を行った。

史跡地外は、市民公園的な要素を取り入れ、市民が幅広く活用したことができるような整備を行

い、史跡地内の上記整備工事の一部とともに、休憩棟、炊事場、幼児用複合遊具（図版３４）、健康

遊具、舗装駐車場、屋外卓、メッシュフェンスの整備を行った。

第１３図 南側駐車場平面図

（国土交通省）
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（国土交通省）

第１４図 環境復元・多目的活用地区 平面図

�造成工事

史跡の保全と縄文時代の地形表現のため、造成工事を行った。最も高い遺構検出面は標高５７．６

ｍであり、最低でも工事で保護層３０�が確保できるよう、史跡地内の盛土を使用して造成を行っ

た。

○ 造成後の標高：５８．５ｍ～５９．５ｍ
○ 造成総面積：１１，７７９�（うち史跡地内５，２３１�）

�植栽工

縄文時代の環境を復元するため、高木を植栽した。

○ 植栽樹種（オニグルミ９本、トチノキ１１本、モミ４本、コナラ３本、シラカシ５本、ケヤキ４本）

�芝張工

園路内側区域では、造成土の流出防止、および今後のイベントでの利活用を行うため、ノシバ

の芝張りを行った。

○ 総面積：４，７６０�（うち史跡地内約２，０００�）

�雨水排水設備

園内の雨水排水処理、縄文の川への流水のため、雨水排水設備を設置した。

○ 南側Ｕ型側溝
○ 集水枡
○ 暗渠、フトン籠
○ 吐口枡
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�縄文の川復元

縄文時代の環境を復元するため、縄文の川の復元を行った。川底は造成表面から１，２００�の深

度で掘削し（河床標高５７．６ｍ）、防水工（粘土層２０�）、流出防止工（粘土・単粒度採石１０�）を

施した。法面は１：２．０の勾配で整地し、種子吹き付けにより養生している。縄文の川には農業

用水から分水した水を引き込み流水し、現況の農業用水路に排水している。

○ 総延長：５４．５ｍ
○ 排水枡
○ 放水施設
○ 面壁

�園路工

来園者および管理用の園路の主園路は幅員３ｍ、来園者用園路は幅員２ｍの舗装園路として整

備した。標準断面は、主園路（幅員３ｍ）がカラー舗装４�、路盤工１５�、来園者用園路（幅員

２ｍ）がカラー舗装３�、路盤工１０�である。

主園路脇、来園者用園路脇は園路舗装の保護のため、地境境界ブロックおよび皿型側溝、また

は、地境境界ブロックを両脇に敷設している。

○ 主園路 （幅員３ｍ） ：延長２５５．９６６ｍ（うち史跡地内１０６．１７８ｍ）
○ 来園者用園路 （幅員２ｍ） ：延長１３０．３４５ｍ（うち史跡地内１３０．３４５ｍ）
○ 地境境界ブロック
○ 皿型側溝

�多目的スペース（管理用駐車場）

園内の維持管理、イベント時の搬出入車両など緊急時の車両の一時的な駐車スペースであり、

緊急時以外は、多目的活用地区広場の一部として利用している。史跡地内のため景観に配慮し、

地表面は芝生面としての景観を保持した。

○ 面積：３２．５ｍ×５ｍ（すべて史跡地内）

�公園橋工

採石１５０�、均しコンクリート５０�、コンクリート基礎７５６�を施した橋台を敷設し、橋台と木

橋をアンカーボルトで固定した。

○ 延長：６．７４５ｍ（すべて史跡地内）

�垣根工

整備区域南部の道路境界に、高さ１，０００�の四つ目垣を設置した。四つ目垣は掘削や基礎を伴

わず、６００�～８００�の木柱の打ち込みによる。

○ 総延長：１３３．５ｍ（うち史跡地内９７．５ｍ）

	水飲み場、手洗い場

来園者の便益施設として、四阿に隣接して水飲み場を１基（南東側）、手洗い場を１ヵ所（西

側）設置した。
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○ 水飲み場 １基
○ 手洗い場 １基

�ベンチ

来園者の便益施設として背なしベンチ、屋外卓を整備した。

○ 背なしベンチ ２基
○ 奥外卓 １基

�車止め

史跡地外の舗装駐車場から園内への車両侵入防止のため、園路入り口部分に車止めを整備した。

○ 車止め ４基

�四阿

来園者の便益施設として、四阿を２棟（南側、西側）設置した。基礎工事は、造成計画ＧＬよ

り深度６００�まで掘削し、基礎採石１００�、敷きモルタル５０�、コンクリート基礎４５０�を施した。

同コンクリート基礎は通しボルトにより四阿の柱（直径１５０�）と固定した。建築部材はヒノキ

材を用い、屋根は長尺亜鉛メッキ鋼板葺きとした。

○ 四阿 ２棟（床面積、建築面積ともに７．４５�）

�電気設備工事

夜間の施設利用及び管理用の園路灯、ポール灯を設置した。電気配管工事は園路沿いに最大深

度６００�で掘削し、山砂（４００�）中に配管（直径１００�）を設置し、発生土により２００�を埋め戻

した。照明器具は、造成計画ＧＬより深度１，４００�まで掘削し、基礎採石１００�、基礎コンクリー

ト１，３００�を施した。

○ ポール灯 １２基（うち史跡内２基）

�給水、排水設備工事

水飲み場、手洗い場（史跡地内）、多目的施設（史跡地外）の給排水のために、給水管、排水

管配管工事、及び制水弁、逆流防止弁、量水器、不凍水抜栓、雨水枡を設置した。

	駐車場整備（史跡指定地外）

来園者用の駐車場として、普通車６０台分（うち障がい者用駐車場２台、大型バス３台兼用）の

駐車場を整備した。なお、駐車場の下部には、造成工事に先立ち平成２３年度に実施した除染工事

で生じた汚染物質を埋設保管している。

○ 舗装面積 ２０９５．５�
〇 駐車可能台数 普通乗用車６０台

（５）休憩棟、炊事棟（国土交通省、図版３１、３２、図１５）

環境復元・多目的活用地区は、南側公園区域から独立した形での使用も想定し、史跡指定外区域

に休憩場所とトイレを備える休憩棟を建設した。また、基本構想策定の際に、市民の意見として、
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地元地区の地場産品の販売、各種イベントの際の利用、炊事棟での芋煮会、バーベキューの実施等

の意見が寄せられており、各種活用事業が図れるように、休憩棟、炊事棟を整備した経緯がある。

�休憩棟（図版３１、図１５）

○ 構 造：木造１階建て
○ 床面積：１２６．６９�（建築面積：１６０．２３�）
○ 構 成：多目的室、調理室、準備室（倉庫）、掃除用具庫、トイレ、多目的トイレ、足洗い場

�炊事棟（図版３２、図１５）

○ 構 造：木造１階建て
○ 床面積：２６．４９�（建築面積：２６．４９�）
○ 構 成：流し３箇所、釜場６基、作業台２箇所

（６）施設案内看板（国土交通省、図１６、１７）

園内の総合案内、ゾーン説明、遺構説明、誘導案内のために合計２０基の案内看板を設置してい

る。掘削深度は５３０�で掘削し、再生採石２００�、基礎コンクリート１５０�ており、いずれも盛土内

での工事である。

�総合案内板（モニュメント型） １基（図１６－１）

体験学習施設前の園内の総合案内を目的とした案内板。

○ 最大高１，７７５�、最大幅３，０５０�、最大奥行２，０００�

�案内板 ２基（図１６－２、３）

北側公園区域からの園内全体の案内を目的とした案内板。

○ 最大高２，１５０�、最大幅２，１００�、最大奥行１，１００�

�ゾーン説明板 ４基（図１６－４～７）

１．晩期の集落（掘立柱建物および埋甕群）、２．中期・後期の集落（竪穴住居、敷石住居）、３．露

出展示周辺（もの送りの場）、４．北側多目的活用地区（縄文時代の川の復元）の各ゾーンを説明

するための案内板。

○ 最大高１，２００�、最大幅１，２００�、最大奥行１，１００�

�遺構説明板 １２基（図１７－８～１９）

１－４．掘立柱建物、５－８．埋甕群、９．竪穴住居、１０．敷石住居、１１．露出展示、１２．宮畑１号墳

の各遺構を説明したための案内板。

○ 最大高６５０�、最大幅１，０００�、最大奥行１，０００�

�誘導案内板 １基（図１７－２０）

露出展示室の施設表示のための案内板。

○ 最大高１，５００�、最大幅７００�、最大奥行１，０００�
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（国土交通省）

第１５図 休憩棟・炊事棟平面図・立面図

休憩棟

１５－１ 立面図（正面） １５－２ 立面図（右側面）

１５－４ 立面図（右側面）
１５－３ 立面図（裏面）

１５－６ 縦断図（右側面）
１５－５ 縦断図（正面）

炊事棟

休憩棟

１５－７ 平面図
１５－８ 全体図

炊事棟

１５－１０ 屋根伏図１５－９ 平面図

１５－１１ 立面図（正面） １５－１２ 立面図（側面） １５－１３ 縦断面
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②

④
③
⑤
⑥
①

⑦

第１６図 施設案内看板①

①総合案内板

②案内板 ③案内板

④ゾーン説明板（縄文の川－憩いの広場） ⑤ゾーン説明板（晩期展示ゾーン）

⑥ゾーン説明板（中期・後期展示ゾーン） ⑦ゾーン説明板（湿地・露出展示）
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⑫ ⑬⑭

⑪
⑨
⑩
⑮

⑲

⑯
⑰

⑱
⑧

第１７図 施設案内看板②

⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬ ⑭

⑮ ⑯ ⑰

⑱ ⑲

⑳⑧～⑲は遺構説明板、⑳は誘導案内板
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遺 構 規模（ｍ） 面積（�） 柱深（ｍ） 柱痕径（�） 時 期
１号掘立柱建物跡 ３．７０×４．３０ １５．９１ ２．０以上 ６８～９０ 晩期前葉
２号掘立柱建物跡 ３．８５×５．５０ ２１．１７ １．８ ５４～７２ 晩期後葉
５号掘立柱建物跡 ３．６４×４．０５ １４．７４ － ２５～４７ 晩期
１０号掘立柱建物跡 ３．４０×４．３５ １４．７９ １．１５～１．３ ２５ 晩期中葉

第８章 縄文時代の景観復元

縄文時代の景観復元として、掘立柱建物４棟、竪穴住居１軒、敷石住居１基、埋甕（子供の墓）

４群、露出展示の整備を行った。なお、掘立柱建物及び竪穴住居の建築学的根拠については、平成

２１年度から実施設計業者への指導助言という立場で高島成侑氏（元八戸工業大学教授）の協力を受

けた。

（１）掘立柱建物（文化庁、図版５、７～１０、図１８～２７、表７～１１）

発掘調査では１８棟の掘立柱建物跡が発見されているが、いずれも縄文時代晩期前葉から後葉に比

定される。掘立柱建物は中央広場を中心に４ブロックが環状に配置されているが、そのうちの１ブ

ロックは太い柱穴を持つ大型掘立柱建物群である。同時期の竪穴住居は非常に少なく、一方で掘立

柱建物群の外側からは多くの埋甕群が検出されている。

掘立柱建物の性格については、集落に取り込まれた祭祀の場ではなく非日常的な祭祀の場という

考えであり、掘立柱建物と埋甕群の配置は関連性が非常に強いことから、幼児埋葬に関連した祭祀

施設（居住を伴わない建物）と位置付けている。ただし、居住施設としての性格も否定できないた

め、その点については遺構説明板で補うこととした。

柱の直径は３０�前後と６０�以上の２グループが存在しており、柱径の太さと柱穴の深さに相関関

係が認められたが、柱径の相違は高床建物（大型掘立柱建物）と平屋建物の相違と考えた。なお、

大型掘立柱建物は宮畑遺跡を象徴したシンボルとなる建造物、その他の掘立柱建物は祭祀と関連し

た施設という位置付けである。

掘立柱建物の平面形状は、正方形と長方形を呈するものがあるが、時期的な差は認められず、屋

根形態の違い（正方形は寄棟屋根、長方形は切妻屋根を基本形とする）と考えられる。

復元整備においては、直径９０�の巨大な柱を持つ大型掘立柱建物（１号掘立柱建物、図版５）と、４

ブロックのうち３ブロックの掘立柱建物（３棟）、隣接する埋甕群を合わせて復元している。なお、

直径７０�の柱を持つ大型掘立柱建物（２号掘立柱建物、図版８）と１号掘立柱建物は同時期併存した

ものではないが、大型の柱を使用した特異性に大きな特徴があることから２棟を復元している。

柱材は、出土した木柱の樹種同定をした結果、クリであることが明らかになっていることから、

掘立柱建物の建築材は全てクリを使用している。

第７表 掘立柱建物一覧表
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柱構造は、宮畑遺跡では根拠となる資料が見つかっていないが、富山県小矢部市桜町遺跡掘立柱

建物跡の柱穴や建築部材を参考に、縄文時代に確実に存在した加工技術（欠き込み・ほぞ・貫き）

を用いて、梁、桁、根太をはじめとした建築部材の加工、組み上げを行っている。

柱材は、全てクリ材を使用している。地中に埋まる部分には防虫・防腐処理剤（キシラデコー

ル）を塗布し、基礎から４００�までは根焼き処理を行った上で銅板巻きとした。なお、防虫・防腐

処理は全ての建築材、屋根材でも行っている。

主柱の加工法及び桁材等の収め方については、９０�の柱（１号掘立柱建物）は加工部材の事例が

ないため、又柱状に材を差し込んで桁材を受ける構造としたが、７０�の柱（２号掘立柱建物）は貫

穴で桁材を通す構造としている。また、直径２０㎝程度の柱材については、縄文時代の加工技術では

ほそ穴の強度が不安定なため、高床とせず平屋建てとした。

柱高についても、桜町遺跡の建築部材をもとにしている。桜町遺跡の建築部材では、地中に埋め

られた部分は先細りし、地上部分にほぞ穴がそのまま残っている柱材が見つかっており、地中部分

の柱長と地上部分の柱長の比率が１：２であった（根入りの２倍）。宮畑遺跡では建築部材が見つ

かっていないため、柱穴の深さの２倍を基準に柱高を計算している。１号掘立柱建物の９０�の柱穴

の場合、柱の深さが２．０ｍのため、地上部分の柱高は４．０ｍとしている。また、地上から床までの高

さ、２階の床面からの高さは、それぞれ人が立てる空間を確保（１．８～２．０ｍ）した。

１階部分の空間構造は、いずれの建物も床張りの根拠がなく、床張りの祭祀形態が想定できない

ため土間空間とした。また、祭祀機能を有した建物のため、壁も設置していない。２階部分の空間

構造はいずれの建物も、全体の３／４は半割り材を用いた床とし、残りの１／４空間は入口としている。

屋根構造についても、宮畑遺跡では明確な根拠資料はないが、平面形が長方形となる建物は切妻

屋根、正方形となる建物は寄棟屋根、切妻屋根とし、草葺きで復元をしている。

屋根の復元にあたっては、草葺き材としてアシ、カヤを使用し、結束材には油性オイルステイン

により古色仕上げしたロープ（ビニロンドラックロープ）を使用した。草葺き工で用いる屋根材は

防炎処理し、屋根材を充分にしめ込み、厚さは３００�程度で仕上げた。

復元では、いずれの掘立柱建物も基礎工事を行い復元建物の工事を行っている。鉄筋コンクリー

ト基礎と復元建物の主柱はアンカーボルトで固定しており、全ての建築材もそれぞれ固定金具によ

り固定をしている。

上記の協議に基づき、復元建物（掘立柱建物、竪穴住居）については、復元模型の作成→施工図

の作成→材料調達・加工→仮組み→現地での組み上げ工事という流れで施工を行っている。

部材の寸法、加工方法については支給部材表および図面のとおりである。

第８章 縄文時代の景観復元
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�１号掘立柱建物（図版５、図１８～２０、表８）
○ 時 期 縄文時代晩期
○ 構 造 木造平屋建物、壁面開放、梁上半床、切妻屋根、草葺き、棟クリ皮押さえ
○ 規 模 全高７，３３７�、棟木芯６，５６０�、桁芯高４，１６７�

第８表 １号掘立柱建物支給部材表

名称 部材記号
支給部材寸法

数量 特記事項
直径（�） 長さ（�）

クリ皮 厚さ１５� １２� １ ・発注材

エツリ ５０ １，５００ ２５２ ・クリ皮付き材
・千木、棟仕舞い押さえ材を含む

垂木 １００ ４，０００～４，７００ ２８ ・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）

屋根筋交 １００ ４，０００ ８
・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・直径２００材 １／４分割

棟木
棟木� 元口２００ ４，０００ １ ・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工棟木� 元口２００ ４，５００ １

棟持束
棟持束� 元口１９０ ２，０００ １ ・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工
・棟木受仕口、梁固定ホゾ加工（図面参照）

棟持束� 元口２３０ １，９８０ １
棟持束� 元口２１０ ２，０４０ １

梁 梁� 元口３６０ ４，８１０ １ ・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工
・棟木受仕口、梁固定ホゾ加工（図面参照）
・片欠き仕口加工 梁材１／３径削り（図面参照）

梁� 元口３３０ ４，８２０ １

梁� 元口４５０ ４，８３０ １

桁 桁� 元口５１０ ６，２００ １ ・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工桁� 元口４６０ ６，３００ １

主柱

主柱Ｐ１ ＧＬ８５０
（上部直径７４０） ４，５００ １ ・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工
・桁受け部 片欠き仕口加工 受け材１／３径削り（図面参照）主柱Ｐ２ ＧＬ７７０

（上部直径５７０） ４，５００ １

主柱Ｐ３ ＧＬ８４０
（上部直径６００） ４，５００ １

主柱Ｐ４ ＧＬ６８０
（上部直径４９０） ４，５００ １

棚板
下段 ２５０～３００ １，９００ ２４ ・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・直径２５０～３００半割り材両端片欠き仕口加工（図面参照）上段 ２５０～３００ ２，７００ １２

ハシゴ
下段 ２００ ３，０００ １ ・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工痕
・彫刻仕上げ上段 ２００ ３，０００ １

固定金具
� １６ ８００ ４ ・柱・桁・梁用、スチール製
� １６ ５００ １１ ・柱・梁・棟木用、スチール製
� ４１ １，０００ ４ ・柱・梁・棟木用、スチール製

結束縄 結束材 合成繊維紐 麻縄風古色仕上げ 全ての部材固定に用いる
主柱埋設部 主柱の地中部はｔ＝０．５銅板巻きコーキング仕上げ、５００�以上根焼仕上げ
区分 名称 寸法・規格 数量 特記

基礎

基礎砕石 ＲＣ－４０ ｔ＝１２０ ６，１００×４，６００ １
捨てコンクリート ｔ＝３０ ６００×４，５００ １
鉄筋コンクリート ｔ＝４００ ５，８００×４，３００ １
配筋 １２－Ｄ１６＠１５０ ＳＴＤ１０＠１５０ Ｄ１３＠２５０ １式
主体支持体 アンカー Ｍ４１ Ｌ＝９５０ ４本

掘立柱建物

棟仕舞い クリ樹皮重ね葺き 棟竿押え込み １式
屋根 切妻 草本葺き（アシまたはカヤ） １式 荒く葺くこと

仕上は担当官指示厚さ３００�程度
棚 半割材 片欠き 約３６枚 縄縛り固定
床 ＧＬ±０

４６



第１８図 １号掘立柱建物設計図①

１号掘立柱建物

１８－１ 全体図

１８－２ 立面図（正面）

１８－３ 立面図（側面）

１８－４ 基礎図

１８－５ 基礎断面図

第８章 縄文時代の景観復元
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第１９図 １号掘立柱建物設計図②

１９－２ 桁・梁１９－１ 実測図

１９－３ 主柱・大引・根太 １９－３ 棟持柱・筋交い・垂木

１９－４ エツリ １９－５ 屋根伏せ

１９－７ 棚（上段）１９－６ 棚（下段）

１９－８ 棚（下段）断面図 １９－９ 棚（上段）断面図

４８



第２０図 １号掘立柱建物の復元状況

２０－１ 復元用模型 ２０－２ 材料搬入 ２０－３ 直径９０㎝の柱

２０－４ ほぞ穴加工 ２０－５ 組み上げ ２０－６ 主柱の組み上げ①

２０－７ 主柱の組み上げ② ２０－８ アンカーボルトによる固定 ２０－９ 梁桁・棟持柱の組み上げ

２０－１０ 垂木工事 ２０－１１ 組み上げ状況 ２０－１２ 茅屋根工事①

２０－１３ 茅屋根工事② ２０－１４ ２階部分の床板 ２０－１５ １号掘立柱建物完成

第８章 縄文時代の景観復元
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�２号掘立柱建物復元工事（図版８、図２１～２２、２７、表９）
○ 時 期 縄文時代晩期
○ 構 造 木造平屋建物、壁面開放、梁上半床、切妻屋根、草葺き、棟クリ皮押さえ
○ 規 模 全高７，０３２�、棟木芯４，０８０�、桁芯５，５８０�

第９表 ２号掘立柱建物支給部材表

名称 部材記号
支給部材寸法

数量 特記事項
直径（�） 長さ（�）

クリ皮 １４�

エツリ ５０ １，２００ ２６２ ・クリ皮付き材
・千木、棟仕舞押さえを含む

垂木 １００ ４，７００ ３６ ・クリ皮剥き材
屋根筋交い材 １００ ２，０００～４，０００ ８ ・クリ皮剥き材

棟木
棟木� ２００ ４，５００ １ ・クリ皮剥き材
棟木� ２００ ４，５００ １ ・固定金具設置工

棟持束
棟持束� ２００ ２，４００ １ ・クリ皮剥き材
棟持束� ２００ ２，４００ １ ・棟木受仕口、梁固定ホゾ加工（図面参照）

・固定金具設置工棟持束� ２００ ２，４００ １

梁

梁� ３５０ ５，２００ １ ・クリ皮剥き材
梁� ３５０ ５，２００ １ ・固定金具設置工

梁� ３５０ ５，２００ １ ・棟木受仕口、梁固定ホゾ加工（図面参照）
・片欠き仕口加工、梁材１／３径削り（図面参照）

桁
桁� ４００ ７，４００ １ ・クリ皮剥き材
桁� ４００ ７，４００ １ ・固定金具設置工

桁支持材
桁支持材� ３００ ２，５００ １ ・クリ皮剥き材

桁支持材� ３００ ２，５００ １ ・桁受片欠き仕口加工
・大引固定ホゾ加工

大引
大引� ４５０ ７，５００ １ ・クリ皮剥き材
大引� ４５０ ７，５００ １ ・ヌキ仕口加工

根太

根太� ２００ ５，０００ １ ・クリ皮剥き材
根太� ２００ ５，０００ １ ・大引固定片欠き仕口加工

・固定金具設置工根太� ２００ ５，０００ １
根太� ２００ ５，０００ １

主柱

主柱Ｐ１ ６００ ４，５００ １ ・クリ皮剥き材
主柱Ｐ２ ６００ ４，５００ １ ・桁受け部 片欠き仕口加工 受け材１／３径削り（図面参照）

・大引き受け部 ホゾ穴仕口加工（図面参照）
・固定金具設置工

主柱Ｐ３ ６００ ４，５００ １
主柱Ｐ４ ６００ ４，５００ １

板

上段 ２５０ ３，３００ １２（１４） ・クリ皮剥き材

下段 ２５０ ２，７００ ２６（３０）
・手斧仕上げ加工痕
・半割り材両端片欠き仕口加工（図面参照）
・（ ）内の本数は総支給数 （ ）外は設置数

ハシゴ
上段 ３００ ３，０００ １ ・クリ皮剥き材
下段 ３００ ３，０００ １ ・彫刻仕上げ

固定金物
１６ ８００ ４ ・スチール

・未切断支給あり１６ ５００ １３
４２ １，０００ ４

結束縄 結束材 合成繊維紐 麻縄風古色仕上げ 全ての部材固定に用いる
主柱埋設部 主柱の地中部はｔ＝０．５銅板巻きコーキング仕上げ、５００�以上根焼仕上げ
区分 名称 寸法・規格 数量 特記

基礎

基礎砕石 ＲＣ－４０ ｔ＝１２０ ７，３００×５，８８０ １
捨てコンクリート ｔ＝３０ ７，２００×５，７８０ １
鉄筋コンクリート ｔ＝４００ ７００×５，３８０ １
配筋 １２－Ｄ１６＠１５０ ＳＴＤ１０＠１５０ Ｄ１３＠２５０ １式
主体支持体 アンカー Ｍ４１ Ｌ＝９５０ ４本

掘立柱建物

棟仕舞い クリ樹皮重ね葺き 棟竿押え込み １式
屋根 切妻 草本葺き（アシまたはカヤ） １式 荒く葺くこと

仕上は担当官指示厚さ３００�程度
棚 半割材 片欠き 約５０枚 縄縛り固定
床 ＧＬ±０
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第２１図 ２号掘立柱建物設計図①

２号掘立柱建物

２１－１ 全体図

２１－２ 立面図（正面）

２１－３ 立面図（側面）

２１－５ 基礎断面図
２１－４ 基礎図

第８章 縄文時代の景観復元
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第２２図 ２号掘立柱建物設計図②

２２－２ 支柱・大引・根太２２－１ 実測図

２２－３ 桁・梁 ２２－４ 棟持柱・筋交い・垂木

２２－５ エツリ ２２－６ 屋根伏せ

２２－７ 棚（下段） ２２－８ 棚（上段）

２２－１０ 棚（上段）立面図２２－９ 棚（下段）立面図
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�５号掘立柱建物復元工事（図版９、図２３～２７、表１０）
○ 時 期 縄文時代晩期
○ 構 造 木造平屋建物、壁面開放、梁上半床、寄棟屋根、草葺き
○ 規 模 全高４，６９７�、棟木芯３，９８５�、桁芯高２，１２５�

第１０表 ５号掘立柱建物支給部材表

名称 部材記号
支給部材寸法

数量 特記事項
直径（�） 長さ（�）

クリ皮 厚さ１５� ４� １ ・発生材

エツリ ３０～５０ １，２００～１，３００ １５３ ・クリ皮付き材
・千木、棟仕舞い押さえ材を含む

垂木
１００ ３，８００ １４ ・クリ皮剥き材
１００ ３，０００ １２ ・手斧仕上げ加工痕（切断面）

屋根筋交 １００ ３，８００ ８
・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・直径２００材 １／４分割

又首 又首
�～� 元口１３０ ４，６５０ ４

・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）

棟木 棟木� 元口１８０ ２，３００ １
・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工

棟持束

棟持束� 元口１７０ １，６２０ １ ・クリ皮剥き材

棟持束� 元口１８０ １，６２０ １
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工
・棟木受仕口、梁固定ホゾ加工（図面参照）

梁

梁� 元口２３０ ４，７１０ １ ・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工
・棟木受仕口、梁固定ホゾ加工（図面参照）
・片欠き仕口加工 梁材１／３径削り（図面参照）

梁� 元口２３０ ４，７１０ １
梁� 元口２２０ ４，７１０ １
梁� 元口２１５ ４，７１０ １

桁
桁� 元口２８０ ５，１９７ １ ・クリ皮剥き材

桁� 元口２７０ ５，１９７ １ ・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工

主柱

主柱Ｐ１ ＧＬ３４０
（上部直径３３０） ２，６００ １ ・クリ皮剥き材

主柱Ｐ２ ＧＬ５００
（上部直径４８０） ２，６００ １ ・手斧仕上げ加工痕（切断面）

・固定金具設置工
・桁受け部 片欠き仕口加工 受け材１／３径削り（図面参照）

主柱Ｐ３ ＧＬ３５０
（上部直径３４０） ２，６００ １

主柱Ｐ４ ＧＬ３２０
（上部直径３２０） ２，６００ １

板
棚板 ２５０～３００ １，５００ ２４ ・クリ皮剥き材

１－１～１－１２ ・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・直径２５０半割り材両端片欠き仕口加工（図面参照）２－１～２－１２

ハシゴ ２９０ ４，０３０ １
・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕
・彫刻仕上げ

固定金具
� １６ ８００ ４ ・柱・桁・梁用、スチール製 ＊寸法については目安とする。

・桁・梁・棟木用、スチール製 ＊寸法については目安とする。
・桁・梁・棟木用、スチール製 ＊寸法については目安とする。

� １６ ５００ １２
� ３２ １，０００ ６

結束縄 結束材 合成繊維紐 麻縄風古色仕上げ 全ての部材固定に用いる
主柱埋設部 主柱の地中部はｔ＝０．５銅板巻きコーキング仕上げ、５００�以上根焼仕上げ
区分 名称 寸法・規格 数量 特記

基礎

基礎砕石 ＲＣ－４０ ｔ＝１２０ １，８００×１，８００
捨てコンクリート ｔ＝ ３０ １，７００×１，７００
鉄筋コンクリート ｔ＝４００ １，５００×１，５００ ４式
配筋 Ｄ１３ ＠２００ タテヨコ
主体支持体 アンカー Ｄ２９ Ｌ＝１，１２０

掘立柱建物

棟仕舞い クリ樹皮重ね葺き 棟竿押え込み １式
屋根 寄棟 草本葺き（アシまたはカヤ） １式 荒く葺くこと

仕上は担当官指示厚さ３００�程度
棚 半割材 片欠き 約２４枚 縄縛り固定
床 ＧＬ±０

第８章 縄文時代の景観復元
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�１０号掘立柱建物復元工事（図版１０、図２３～２７、表１１）
○ 時 期 縄文時代晩期
○ 構 造 木造平屋建物、壁面開放、梁上半床、切妻屋根、草葺き、棟クリ皮押さえ
○ 規 模 全高４，４２２�、棟木芯３，７１０�、桁芯高１，９２５�

第１１表 １０号掘立柱建物支給部材表

名称 部材記号
支給部材寸法

数量 特記事項
直径（�） 長さ（�）

クリ皮 厚さ１５� １２� １ ・発注材

エツリ ３０～５０ １，２００～１，３００ １７８ ・クリ皮付き材
・千木、棟仕舞い押さえ材を含む

垂木
１００ ４，０００ ４ ・クリ皮剥き材
１００ ３，５００ ２４ ・手斧仕上げ加工痕（切断面）

屋根筋交
５０ １，６００ ８ ・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・直径２００材 １／４分割

棟木
棟木� 元口１９０ ４，１００ １ ・クリ皮剥き材 相欠き継ぎ加工

・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工棟木� 元口１９５ ４，１００ １

棟持束 棟持束
�～� 元口１９０ １，５９０ ３

・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工
・棟木受仕口、梁固定ホゾ加工（図面参照）

梁

梁� 元口２８０ ４，１４０ １ ・クリ皮剥き材

梁� 元口３００ ４，１４０ １

・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工
・棟持柱ホゾ受け仕口加工
・片欠き仕口加工 梁材１／３径削り（図面参照）

梁� 元口３００ ４，１４０ １

桁
桁� 元口２５０ ５，９５７ １ ・クリ皮剥き材

桁� 元口２７０ ５，９５７ １ ・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・固定金具設置工

主柱

主柱Ｐ１ ＧＬ３７０
（上部３２０）

２，４００ １ ・クリ皮剥き材

主柱Ｐ２ ＧＬ３７０
（上部３２０）

２，４００ １ ・手斧仕上げ加工痕（切断面）

主柱Ｐ３ ＧＬ３５５
（上部３２０）

２，４００ １ ・固定金具設置工

主柱Ｐ４ ＧＬ３０５
（上部３２０）

２，４００ １ ・桁受け部 片欠き仕口加工 受け材１／３径削り（図面参照）

板 棚板
１～１０ ２５０～３００ ２，７５０ １０

・クリ皮剥き材
・手斧仕上げ加工痕（切断面）
・直径２５０半割り材両端片欠き仕口加工（図面参照）

ハシゴ
２７０ ４，０７０ １ ・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工痕
・彫刻仕上げ

固定金具
� １６ ８００ ４ ・柱・桁・梁用、スチール製 ＊寸法については目安とする。
� １６ ５００ ５ ・桁・梁・棟木用、スチール製 ＊寸法については目安とする。
� ３２ １，０００ ４ ・桁・梁・棟木用、スチール製 ＊寸法については目安とする。

結束縄 結束材 合成繊維紐 麻縄古色仕上げ 全ての部材固定に用いる
主柱埋設部 主柱の地中部はｔ＝０．５銅板巻きコーキング仕上げ、５００�以上根焼仕上げ
区分 名称 寸法・規格 数量 特記

基礎

基礎砕石 ＲＣ－４０ ｔ＝１２０ １，８００×１，８００

４式
捨てコンクリート ｔ＝ ３０ １，７００×１，７００
鉄筋コンクリート ｔ＝４００ １，５００×１，５００
配筋 Ｄ１３ ＠２００ タテヨコ
主体支持体 アンカー Ｄ２９ Ｌ＝１，１２０

掘立柱建物

棟仕舞い クリ樹皮重ね葺き 棟竿押え込み １式
屋根 寄棟 草本葺き（アシまたはカヤ）

１式
荒く葺くこと
仕上は担当官指示厚さ３００�程度

棚 半割材 片欠き 約１０枚 縄縛り固定
床 ＧＬ±０

５４



第２３図 ５号掘立柱建物設計図①

２３－１ 立面図（正面）

２３－２ 立面図（側面）

５号掘立柱建物

２３－３ 基礎図

２３－４ 全体図

第８章 縄文時代の景観復元
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第２４図 １０号掘立柱建物設計図①

２４－１ 立面図（正面）

２４－２ 立面図（側面）

１０号掘立柱建物

２４－３ 基礎図

２４－４ 全体図
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第２５図 ５号・１０号掘立柱建物設計図②

５号掘立柱建物 １０号掘立柱建物

２５－５ 実測図２５－１ 実測図

２５－６ 主柱・桁・梁２５－２ 主柱・桁・梁

２５－７ 棟持柱・棟木２５－３ 棟接柱・又首

２５－４ 筋交い・垂木 ２５－８ 筋交い・垂木

第８章 縄文時代の景観復元
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第２６図 ５・１０号号掘立柱建物設計図③

５号掘立柱建物 １０号掘立柱建物

２６－１ エツリ ２６－５ エツリ

２６－２ 屋根伏せ
２６－６ 屋根伏せ

２６－３ 棚 ２６－７ 棚

２６－４ 棚立面図 ２６－８ 棚立面図
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第２７図 ２号、５号、１０号掘立柱建物の復元状況

２号掘立柱建物の復元状況

２７－１ 復元用模型 ２７－２ 仮組み工事① ２７－３ 仮組み工事②

２７－４ 棟持ち柱工事① ２７－５ 棟持ち柱工事② ２７－６ ２号掘立柱建物完成

５号掘立柱建物の復元状況

２７－７ 復元用模型 ２７－８ クレーン車による組上工事 ２７－９ 組み上げ工事

２７－１０ 寄せ棟屋根工事 ２７－１１ 茅屋根工事 ２７－１２ ５号掘立柱建物完成

１０号掘立柱建物の復元状況

２７－１３ 復元模型 ２７－１４ 茅屋根工事 ２７－１５ １０号掘立柱建物完成

第８章 縄文時代の景観復元
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（２）竪穴住居（文化庁、図版１２、図２８～３０、表１２）

発掘調査では、縄文時代中期の竪穴住居は４６棟見つかっているが、そのうちの２２棟（４７．８２％）

が焼けた状態で見つかっている。これほど多くの家が焼かれた縄文時代の遺跡は全国でも宮畑遺跡

だけであるが、焼かれた家と焼かれていない家に違いを見出すことはできない。また家を焼くとい

う行為は一時的な行為ではなく、宮畑遺跡では定着した風習であったことがわかっているが、同じ

市内の和台遺跡では家を焼く行為は認められておらず、独自的な風習である。

復元を行った４９号住居跡は、平面規模は４．１ｍ×４．２ｍで隅丸方形を呈し、主柱は４本である。複

式炉を伴う住居で、主柱穴は複式炉と反対側の空間に偏っている。竪穴住居の掘り込みには、面的

かつ厚みのある焼土が堆積しており、焼土の下には細かい炭が床面全体に広がっていた。ただし、

御所野遺跡のように建築材がそのままの状況で検出されたわけではなく、炭化物、炭化粒子として

の検出にとどまる。床面は焼けた箇所と焼けていない箇所があり、柱と柱の間に燃料を置き、住居

を焼いたと考えられる。床面の炭化物は建築材あるいは屋根材の炭化したもの、焼け土については

土屋根に使用された屋根材と考えられ、土屋屋根の竪穴住居であったことがわかっている。

入口については諸説があり複式炉正面が入口である明確な根拠はない。本住居については、複式

炉までの距離が狭く、前庭部に柱を伴っており、同時期住居に隅入りの可能性がある住居が存在す

ることから、隅入り構造とした。

�４９号竪穴住居復元工事

○ 時 期 縄文時代中期
○ 構 造 木造平屋建物、草葺土屋根
○ 規 模 全高２，８３０�、屋根裾短軸８，４４０�、屋根裾短軸８，１２０�

復元では、竪穴住居への地下水の浸透を防止するため、コンクリート基礎（深さ１，３３０�）の内側

に、竪穴住居を復元することとした。コンクリート基礎の内側に覆土をして床面を作り出し、壁押

さえのために半割り材の腰板をめぐらせた。竪穴住居の内側にも周堤を施しており、周堤上部か

ら床面までの高さは９００�となるため、入り口部分には丸太を使用した２段の階段を設けている。

柱材はクリを用いており、部材の寸法、加工方法については支給部材表および図面のとおりで

ある。柱構造は、主柱４本と複式炉前庭部の柱で桁・梁材を支え、棟木柱２本が棟木を支え、棟

木と桁材・梁材で垂木を受ける。屋根構造全体が建物を支える構造となっていることから、コン

クリート基礎と建物はアンカーボルトで固定していない。主柱は腐食防止のため、基礎から４００

�まで、焦がし処理を行った上で、銅板を巻き、薬剤（キシラデコール）により防腐処理加工を

行っている。また、各部材については安全確保のため固定金物により固定を行っている。

屋根構造は、垂木の上に屋根材を支えるためのエツリを施し、土屋根の下地材として杉皮

（６００×４００�）を敷き、雨漏りおよび防湿のため防水・防湿シートをかけている。その上に、屋

根土の流れ落ちを防止するため土留め材をめぐらせ、覆土（屋根上部で１００�、屋根下部で４００

�）で覆い、土屋根構造とした。土屋根の角度は約４０度で、屋根裾には周堤をめぐらせている。
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第１２表 ４９号竪穴住居支給部材表

名称 部材記号
支給部材寸法

数量 特記事項
直径（�） 長さ（�）

クリ皮 ５�

スギ皮 ６２．４� ・予備を含め９９�

エツリ ４０～６０ ２，０００ ３００ ・クリ皮付き材
・千木、扉材含む

垂木（主用設置）
垂木（予備・隙間用）

土留め垂木

あ１～え１３ １２０ ５，０００～３，５００ ６３ ・クリ皮剥き材

１２１
（合計１８４）

・皮付き

土留� １５０ ３，０００～４，０００ １

土留� １５０ １

棟木 棟木 １６０ ４，５００ １
・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工
・固定金具設置工

棟持柱

棟持柱Ｐ１１ １６０ ３，５００ １ ・クリ皮剥き材

棟持柱Ｐ１２ １４０ ３，５００ １
・手斧仕上げ加工
・棟木受片欠き仕口
・固定金具設置工

棟物束 棟物束 １６０ １，０００ １

・クリ皮剥き材

・手斧仕上げ加工
・棟木受片欠き仕口
・桁受けホゾ仕口加工
・固定金具設置工

上梁

上梁� １４０ ２，５００ １ ・クリ皮剥き材

上梁� １４０ ２，５００ １ ・手斧仕上げ加工
・相欠き仕口加工
・固定金具設置工上梁� １４０ ２，５００ １

上梁� １４０ １，０００ １

上梁� １４０ ２，０００ １

梁

梁� １６０ ３，６００ １ ・クリ皮剥き材

梁� １６０ ３，６００ １ ・手斧仕上げ加工
・片欠き仕口加工、梁材１／３径削り（図面参照）
・固定金具設置工梁� １６０ ３，６００ １

梁� １２０ ２，２００ １

桁
桁� １６０ ４，０００ １ ・クリ皮剥き材

桁� １６０ ４，０００ １ ・固定金具設置工

主柱

主柱Ｐ１ １８０ ２，５００ １ ・クリ皮剥き材

主柱Ｐ２ １７０ ２，５００ １ ・Ｙ字型
・固定金具設置工主柱Ｐ３ １５０ ２，５００ １

主柱Ｐ４ １６０ ２，５００ １

柱

柱Ｐ１９ １４０ ２，７００ １ ・クリ皮剥き材

柱Ｐ２１ １４０ ２，７００ １ ・Ｙ字型
・固定金具設置工柱Ｐ２２ １４０ ２，７００ １

入口材

腰板止め １５０ ２，５００ １５ ・クリ皮剥き材

１００ １，５００ ２０ ・入口扉及び屋根は組み付け品

６０ ２，５００ １０

土留め １５０ ２，０００ ９ ・クリ皮剥き材

周提押さえ（腰板）
土留め板 １５０ １，５００ １５０

・クリ皮剥き材

・半割り加工

階段 ２５０
４００ ２ ・クリ皮剥き材

６００ ２

雑木
４０～６０ ２，０００ ３０ ・皮付き材

・小鳥よけ用
・入口材２，０００ １０

固定金物 １６ ２５０ １９ ・スチール丸棒
・桁、梁、上梁、棟木固定

部材固定 主柱、梁、桁、棟木は固定金物を併用する。

結束縄 結束材 合成繊維紐 麻縄風古色仕上げ 全ての部材固定に用いる

主柱埋設部 主柱の地中部はｔ＝０．５銅板巻きコーキング仕上げ

杉皮 ６００×４００

クリ皮 ６００×３００

区分 名称 寸法・規格 数量 特記

基礎

基礎砕石 ＲＣ－４０ ｔ＝１２０

１式

捨てコンクリート ｔ＝ ３０

鉄筋防水コンクリート ｔ＝４００

配筋 Ｄ１３ ＠２００ タテヨコ

主体支持体 アンカー Ｄ２９ Ｌ＝１，１２０

接着アンカー固定 １式
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第２８図 ４９号竪穴住居設計図①

２８－２

２８－１ 柱図
２８－３ 立面図（正面）

２８－５ 基礎断面図

２８－４ 立面図（側面）

２８－６ 基礎図

２８－７ 桁・梁

２８－８ 棟木、入口
２８－９ 煙出し棟持柱、入口、

垂木
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第２９図 ４９号竪穴住居設計図②

２９－２ 防水シート２９－１ エツリ、杉皮

２９－３ 土留め ２９－４ 屋根伏せ

２９－６ 入口正面図
２９－５ 入口断面図 ２９－９ 複式炉平面図

２９－１０ 複式炉断面図２９－７ 入口平面図 ２９－８ 扉
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第３０図 ４９号竪穴住居の復元状況

３０－１ 復元用模型 ３０－２ 仮組み工事① ３０－３ 仮組み工事②

３０－４ 基礎工事① ３０－５ 基礎工事② ３０－６ 木工事

３０－７ 主柱、梁桁の組み上げ ３０－８ 垂木工事 ３０－９ 腰板工事

３０－１０ 樹皮葺き ３０－１１ 土留め用木枠工事 ３０－１２ 土屋根工事

３０－１３ 入口扉 ３０－１４ 複式炉復元工事 ３０－１５ ４９号竪穴住居完成
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（３）敷石住居（文化庁、図３１－１、２、３３－１～５）

縄文時代晩期の集落復元のため、縄文時代後期の敷石住居１基を自然石により復元した。発掘調

査の所見では、敷石住居の石材は、阿武隈川の河川礫として多く認められる花崗岩が主体的に用い

られていることがわかっている。しかし、河川法の規制により阿武隈川流域での石材採取が行えな

いことから、同じ福島市内の荒川の石材（砂岩や閃緑岩が主体）を使用している。敷石範囲の

１０，５００�×７，０００�の範囲を深さ２００�で掘削し、掘削部底面に１００�の基礎砕石を敷く。表土高に

あわせて、自然石による敷石住居の配石状態を再現し、１００�の擬土（土固形固化材：スタボン）

により整地した。

（４）埋甕群（幼児の墓、文化庁、図版１３、図３１～３３）

縄文時代晩期の集落復元のため、掘立柱建物と密接な関係がある埋甕群（幼児の墓）を４箇所で

復元した。発掘調査の検出状況及び埋設状況をレプリカで復元展示している。縄文土器は型取りを

行い、強化プラスチック（ＦＲＰ）によりレプリカを作成し、彩色は耐候性の良いものを用いた。

現地では埋甕群展示箇所をそれぞれの寸法で２００�掘削し、掘削部底面に１００�の基礎砕石を敷き、

１００�の擬土により整地した。

�埋甕１群（幼児の墓１群、図３１－３、４、図３３－１０）

１号掘立柱建物の北側に位置する。東西３，０００�×南北２，０００�の範囲を掘削し、１０基の埋甕レ

プリカを設置し、擬土により固定した。

�埋甕２群（幼児の墓２群、図版１３、図３１－５、６、図３３－１１、１２）

２号掘立柱建物の北側に位置する。東西３，６００�×南北３，０００�の範囲を掘削し、８基の埋甕レ

プリカを設置し、擬土により固定した。なお、１基の埋甕（５４号埋甕）については、埋設状況を

断面で見学できる展示を行うこととした。東西８００�×南北約７００�の範囲を最大で５００�掘削し、

中央部の地中に配水管を埋設し、樹脂製のレプリカを設置し、擬土により固定した。

�埋甕３群（幼児の墓３群、図版１３、図３２－１、２、図３３－１３、１４）

２号掘立柱建物の北側に位置する。東西３，７５０�×南北３，０００�の範囲を掘削し、９基の埋甕レ

プリカを設置し、擬土により固定した。なお、２基の埋甕（２４号、２９号埋甕）については、埋設

状況を断面で見学できる展示を行うこととした。１，０７０�×約１，０００�の範囲を最大で５００�掘削

し、中央部の地中に配水管を埋設し、樹脂製のレプリカ２基を設置し、擬土により固定した。

�埋甕４群（幼児の墓４群、図版３２－４、５、図３３－１５）

１０号掘立柱建物のすぐ南側に位置する。東西３，６００�×南北２，２３０�の範囲を掘削し、１３基の埋

甕レプリカを設置し、擬土により固定した。
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第３１図 敷石住居・幼児の墓設計図①

３１－１ 敷石住居平面図

３１－２ 敷石住居断面図

３１－３ 幼児の墓１群平面図 ３１－５ 幼児の墓２群平面図

３１－４ 幼児の墓１群断面図 ３１－６ 幼児の墓２群断面図
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第３２図 幼児の墓設計図②

幼児の墓２群

幼児の墓１群

幼児の墓３群

幼児の墓４群

敷石住居

３２－１ 幼児の墓３群平面図

３２－３ 全体図

３２－２ 幼児の墓３群断面図

３２－４ 幼児の墓４群平面図

３２－５ 幼児の墓４群断面図
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第３３図 敷石住居、埋甕（幼児の墓）の復元状況

敷石住居の復元

３３－１ 石材採取（市内荒川） ３３－２ 石材運搬 ３３－３ 基礎工事

３３－４ 石材の配置 ３３－５ 敷石住居完成 ３３－６ 擬土による固定

幼児の墓（埋甕群）の復元

３３－７ 型取りによるレプリカ作成 ３３－８ 完成したレプリカ ３３－９ 現地での仮設置工事

３３－１０ 幼児の墓１群完成 ３３－１１ 幼児の墓２群完成 ３３－１２ 断面観察による展示

３３－１３ 幼児の墓３群完成 ３３－１４ 断面観察による展示 ３３－１５ 幼児の墓４群完成
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平成１３年度 ○遺跡の範囲確認調査
縄文時代後期中葉の大量の縄文土器を含む土器捨て場を確認

平成１５年度 ○国史跡指定
平成１８年度 ○露出展示のための環境調査

地形、地質、土壌、含水率、地下水の状況確認
平成１９年度 ○史跡整備のための発掘調査 図３６－１～３

祭祀的行為の場所（もの送りの場）として位置付け
平成２２年度 ○露出展示覆屋建設工事 図３６－４～１０、３７－１

保護層を確保し、遺構面に基礎が到達しないよう、覆屋の基礎を盛土で収める特殊工法
（ピンファウンデーション工法）を用いて建物を建設

平成２３年度 ○露出展示箇所の再発掘調査 図３７－２～８
○露出展示安定化処理、観測機器の設置 図３７－９～１１

平成２４年度 ○露出展示整備工事 図３７－１３、１４
展示棟周囲の舗装。遺構面直上の暗渠設置により平面断面の流水を防止

平成２６年度 ○露出展示排水工事 図３７－１５、１６
地下水の影響による遺構面下部の冠水防止のため展示棟外部への排水設備設置

平成２７年度 ○宮畑遺跡史跡公園 全面開園（露出展示の公開）
乾燥、砂塵・種子、昆虫等の侵入防止のため建具交換、センサーライト工事を実施

第１３表 露出展示整備にかかる経過

（５）露出展示（文化庁、図版１７～２０、図３４～３７）

�宮畑遺跡の露出展示

○ 時 期 縄文時代後期中葉

○ 展示面積 東西６．５ｍ×南北６．５ｍ（図３４－６）

宮畑遺跡の露出展示は、縄文時代後期中葉の時期のものである。遺跡の西側の緩やかな斜面に

位置する。縄文時代は遺跡のすぐ西側に阿武隈川が流れおり、集落の西端の川に面した斜面部と

考えられる。出土遺物は、縄文土器（深鉢、蜂、壷、単孔土器、注口土器）、石器（石鏃、掻器、

石棒、磨石、凹石、石皿）が検出されているが、短期間に意図的・選択的に行われた廃棄行為

で、完形品に近い土器が数多く含まれていることから、日常的な不用品の捨て場ではなく、縄文

土器をあの世に送る「もの送りを行う儀礼の場」と考えられる。

�露出展示の効果と課題

宮畑遺跡では、遺構復元（掘立柱建物・竪穴住居）による整備を行っているが、遺構復元は当

時と同じ立地・場所に復元をしても、現代人が建築したものであり、実物ではない。一方で、発

掘調査の現地説明会では、参加者から「感動した」、「縄文人の生活や心にふれた気がした」との

意見とともに、「埋め戻してしまうのは惜しい」との要望が出ていた。そこで、宮畑遺跡では、

縄文人がこの場所で行ったまつりと縄文人の心を、実物で視覚的にダイレクトに伝えることによ

り、感動と驚きを多くの方に体験してもらうため、遺構の露出展示による整備を検討した。

しかし、地中に埋もれて保存されていた土器や土壌を当時とは異なった環境で展示するため、

全国でも遺跡・遺構面の劣化が進むという課題が出されている。そこで、宮畑遺跡では露出展示

の整備に先立ち、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所から専門的な指導を受けるとと
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もに、事前の環境調査や分析を行い宮畑遺跡に適した保存展示の方法を検討し、露出展示を実施

する決定を行った。

�事前調査

一般的に露出展示遺構の劣化要因としては、以下の５点が想定される。

ア）乾燥による劣化（遺構表面土壌の乾燥が進行してクラックが発生する、あるいは塑性を

失って崩落に至る）

イ）乾湿繰り返しによる劣化（スレーキング。遺構表面において水分供給と乾燥が繰り返し生

じることで、土壌や石材などの粒子間の結合力が低下して、細粒化、崩壊に至る）

ウ）塩類の析出（土や石などの多孔質材料中の水分には水以外の成分が溶存しており、表面付

近で蒸発する際に塩として析出しする。析出する際の圧力や、析出した後の塩の体積変化に

よって、土や石の表面が剥離し、崩壊に至る）

エ）凍結破砕（屋外展示の場合。水は凍結により体積が膨張するだけでなく、周辺の水を引き

寄せることで体積が膨張し続け、土壌や石材の中で氷がレンズ状に成長して、材料の破壊を

引き起こす）

オ）地衣類、蘚苔類、カビなどによる汚損（蘚苔類は土壌や石材が比較的高い含水状態にあ

り、一定の照度がある場合に発生する。アからエに比べると、物理的な劣化にあたえる影響

は小さいと考えられるが、遺構を観覧に供する、という意味においては劣化と考えられる。

これらの劣化要因は、いずれも土壌や石材といった多孔質材料中の水分移動が大きく関わって

いる。そこで、宮畑遺跡では、遺構を取り巻く気象条件、遺構周辺地盤の水分性状、地下水の挙

動などについて調査、試験をおこなうことで、遺構を露出展示した場合に生じ得る劣化を予測

し、それらの発生を回避し得る環境の制御法をあらかじめ検討することとした。

宮畑遺跡における事前調査として、目視による観察および実測調査を行った。

ア）目視観察（析出物の発生やクラック幅の変化など、劣化の進行の有無を観察する）

イ）実測調査

ａ．外界気象条件、屋内温熱環境に関する調査（外気と屋内空気の温度・湿度、日射量、降

水（雪）量、大気圧、風向・風速）

ｂ．地盤の水分性状に関する調査（地下水位、地下水に溶存する成分、遺構土壌の含水率）

ｃ．地盤の水分移動性状に関する物性試験（透水性、保水性に関する試験）

�調査結果

事前調査の結果、宮畑遺跡の土壌は非常に透水性が低く、保水性が高いことが明らかとなっ

た。また、地下水位は高く遺構面付近で推移していることが明らかとなった。これらの結果か

ら、宮畑遺跡については、覆屋を建設し換気量を抑制することで、遺構面の含水状態を比較的高

い状態に維持でき、乾燥によるクラックの発生や崩壊を回避し得ることが予測された。

そこで、宮畑遺跡の露出展示整備については、遺構面の安定化維持のため、環境を常時モニタ
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リングし、人的に管理を行うため管理環境を整えることとした。具体的には覆屋を建築、観測機

器の設置を行うとともに、シリコン樹脂による安定化処理を実施することとした。

⑤工事概要

ア）建築工事（図版１７、図３４）

屋外露出展示覆屋の基礎工事は、建物外周部分（１２，３４０�×１２，３９０�）の範囲を深さ１，１５０�

で掘削し、掘削部底面に６０�の基礎砕石、５０�の捨てコンクリートを敷き、その上で地中梁配

筋（Ｈ１，０００�×Ｗ３００�）を敷設して設置した。

遺構面下部には見学用の通路を設け、斜面の下方から遺構全体を見学するだけでなく、階段

部分から斜面の全体を俯瞰できるような２階構造とした。更に、遺構面下部の通路の壁面には

展示スペースを確保し、露出展示地点から出土した土器を展示し、縄文時代の「もの送り」の

説明を解説することとした（図３５）。

〇 構 造 木造平屋建て、外壁天然木羽目板、屋根フッ素樹脂塗装鋼板
〇 基 礎 布立上がり、コンクリート打放し（防水材入り）
〇 規 模 軒高６，１４０�、正面１２，３４０�、側面１４，０５０�
〇 床面積 １５９．１０�

イ）観測機器等の設置

露出展示の経過観察を行う客観的データの把握のため、遺構面には温湿度センサー、土壌水

分計、屋外には雨量計・温湿度センサーを設置した。屋内の温湿度センサー・土壌水分計につ

いては掘削を伴わないよう、土に差し込む方式の機器を採用した。屋外の雨量計・温湿度セン

サーについては、盛土中に三脚により固定した。

○ ミスト及びコンプレッサー
○ 温湿度センサー ３基（加温なし２、加温あり１）
○ 自然通風シェルター ３基
○ 雨量計 １基
○ 日射計 １基
○ 水位計 ２基
○ 水ポテンシャルセンサー ４基
○ 土壌水分計 ４基
○ 風向風速計 １基
○ データ収録装置 １基

ウ）安定化処理（図版１８、１９）

発掘調査時のまま安定した展示環境の中で露出展示を行うため、発掘調査終了後、樹脂（ポ

リシロキ酸）を土器及び露出展示面に手作業により数回塗布し、遺構面のクラックの発生及び

黴や蘚苔類の着生を防止する安定化処理を実施した。

○ 実施箇所 露出展示区域 ５２．５�

○ 実施方法

ⅰ）安定した展示環境の保持のため、水の運動エネルギーを制御し、土壌の含水状態を調整

第８章 縄文時代の景観復元
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第３４図 露出展示設計図

３４－１ 立面図（裏面） ３４－２ 立面図（左側面）

３４－３ 立面図（正面） ３４－４ 立面図（右側面）

３４－６ 遺構平面図
３４－５ 平面図

３４－７ 観測機器平面図

３４－８ 機械室平面図・立面図
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